
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































『黒木村誌』608ページ。佐倉は 1916年（大正５）から 25年（同 14）まで中西の後
任の村長を務めることになる。
『救護報告』１～４ページ。
五
　第一次世界大戦は、日本の捕虜処遇のあり方が転機を迎えた時期であった。
各地の捕虜収容所での取り扱いや一般民衆との交流に着目すると、板東俘虜収
容所の様々なエピソードが代表するように、当時の国際水準を踏まえた人道的
な処遇がおおむねなされていたと考えられる（1）。その一方で、近年の研究は、
昭和期に顕著になった捕虜に対する否定的な観念や、日中戦争および太平洋戦
争下で見られた非人道的な捕虜処遇の萌芽がすでにこの時期に認められること
(1)
(2)
（3）
(4)
(5)
(6)
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も指摘している（2）。
　例えば、軍部においては捕虜の人道的処遇が「目に余る」と評価され、特に
給食の内容を例示して日本軍兵士よりも捕虜の方が優遇されすぎているとする
主張が幹部層から発せられるようになった（3）。また一般庶民の間にも日露戦
争後から捕虜を忌避する風潮が現れ、その後「個人→軍→社会」の順に拡大し
たとする見通しも与えられている（4）。
　本来、日本赤十字社は敵味方を問わない人道的な捕虜処遇を目的としている
団体であるが、本稿では身内から救護活動に対する批判が生じたという事実を
重視し、煩を厭わず周辺の事情を掘り下げてみた。たとえ批判者の意識のあり
方を規定する特殊な背景を考慮にいれたとしても、形式的条件の平等ではなく
対象の属性に配慮して救護することを単なる不公平や外交上の媚態と理解する
方向に流れてしまう意識のゆらぎが、国内赤十字組織の基盤を支える立場の者
にすら生じる余地があったということは留意しておくべきであろう。中西松次
郎の意見書は、国内の捕虜観の微妙な綾を象徴していると考えられる。
本稿第２節、注(3)の諸論考を参照。
神田文人「第一次大戦前の日本の捕虜処遇とその転換」（『横浜市立大学論叢　第 45
巻　人文科学系列第１号』1994）、同「近代日本の戦争̶捕虜政策を中心として」（『季
刊戦争責任研究　第９号』1995）、秦郁彦「日本軍における捕虜観念の形成」（『日
本人捕虜　上巻』原書房、1998）、喜多義人「日本軍による戦争犯罪の原因に関す
る一考察̶太平洋戦争における捕虜の違法な取扱いの観点から」（『日本法学』第 64
巻第３号、1998）、同「日本軍の国際法認識と捕虜の取扱い」（平間洋一他編『日英
交流史1600-2000 ３ 軍事』2001）、内海愛子「第一次世界大戦とドイツ人捕虜」（『日
本の捕虜政策』青木書店、2005）
神田前掲注(2)論文。
秦前掲注(2)論文。
(1)
(2)
(3)
(4)
45日独戦争における病院船博愛丸の捕虜救護に対する議論について
̶日本赤十字文書を中心に̶
後記
　日本赤十字社文書の利用については、中野裕子（博物館明治村）、河合利修（日本赤
十字豊田看護大学）の両氏のお世話になった。また、三重中京大学地域社会研究所にお
ける共同研究の席上、上野利三（三重中京大学）、大川四郎（愛知大学）、桝居孝（日本
赤十字社）の各氏より有益な御示教を頂戴した。厚く御礼申し上げる。
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